立松和平「海の命」の教材性の検討 : 絵本『海のいのち』と『一人の海』を視野に入れた読みの構築 by Nakano, Toshimi














































































































































































































































































































































１．山本欣司「立松和平「海の命」を読む」（『日本文学』第 54 巻第 9 号、日本文学協会、2005 年 9
月、p.54） 
２．羽場邦子「自分の考えをもちながら読む－第 6 学年 成長の姿を「海の命—」」（『研究紀要』、広
島大学東雲小学校、1998 年 3 月）、二瓶弘行「読解・読書活動と表現活動の融合単元の構想－単
元『三つのいのち』（6 年）—」（『月刊国語教育研究』第 339 号、日本国語教育学会、2000 年 7 月）、
向川洋子「国語科の授業における「重ね読み」の試み－『やまなし』と『海の命』の実践を通し
て－」（『国語国文学』第 42 号、福井大学国語学会、2003 年 3 月）、瀧田和也「「ことばの力」を
育む文学教材のあり方－「海の命」の実践の比較を通して－」（『言文』第 56 号、福島大学教育
学部国語学国語学会、2008 年）、髙橋茉由「「読むこと」から「話すこと・聞くこと」へ－『海の
35－    －
 
命』の実践を手がかりに－」（『大谷大学国語教育研究』第 3 号、大谷大学国語教育学会、2016 年） 
３．渥美秀夫「想像的実感からの構想－「海の命」「故郷」「高瀬舟」における再読－」（『愛媛国文
と教育』第 38 号、愛媛大学教育学部国語国文学会、2005 年 12 月、pp.1—2） 
４．住田勝ゼミナール「小学校物語教材における『共通構造』の分析の可能性－プロップとキャン





６．「海の命」（『小学校国語 学習指導書 6 年生』、光村図書、2002 年、p.23） 
７．渋谷孝「作者の主旨の考察と読み手のテクストの読み」（『文学の力×教材の力 小学校編 6 年』、
教育出版、2001 年 3 月、p.65） 
８．立松和平「作者のことば－自然と付き合う極意」（渋谷が参照したのは『新編新しい国語 教師
用指導書 研究編 六上』、東京書籍、1996 年である。）本稿は注 7（pp.63—64）から引用している。 
９．村上呂里「再考・教室で「読むこと」－海人とともに読む「海のいのち」－」（『日本文学』第
66 巻第 3 号、日本文学協会、2017 年 3 月、p.21）村上は原典の『一人の海』を参照しつつ、「海
の命」を太一が一人前の漁師になる物語であると捉えている。 
10．勝倉壽一「海の命（いのち）（光村図書・東京書籍 六年）の読み」（『東北文教大学・東北文教
大学短期大学部紀要』第 2 号、東北文教大学・東北文教大学短期大学部、2012 年 3 月、p.4） 
11．横山迦葉子「『重ね読み』『比較読み』を基盤にした価値生産を求める読書活動」（『教育科学国
語教育』第 520 号、明治図書、1996 年 2 月） 
12．國野大樹「国語「海の命」の授業実践を通して見えてきたもの」（『考える子ども』第 374 号、
社会科の初志をつらぬく会、2016 年 9 月） 
13．羽場邦子「自分の考えをもちながら読む－第 6 学年 成長の姿を「海の命—」」（『研究紀要』、広





語教育論叢』第 15 号、島根大学教育学部国文学会、2006 年 3 月、pp.27—28）。昌子の他に河野順
子も『一人の海』→絵本版の『海のいのち』→教科書の「海の命」の順番で制作されたことを想
定している。（河野順子「立松和平「海の命」の授業実践史」、『文学の授業づくりハンドブック』
第 3 巻、渓水社、2010 年 1 月、pp.89—90） 
16．注 15 に同じ 
17．立松和平『一人の海』（『鳴海星』、集英社、1993 年、p.74） 
18．注 17 に同じ（p.66） 




22．注 7 に同じ（p.66） 
23．昌子佳広「教材『海の命（いのち）論（一）原典（絵本）『海のいのち』との比較をもとに－』」
（『国語教育論叢』第 14 号、島根大学教育学部国文学会、2005 年 3 月）p.220） 
24．注 10 に同じ（p.6） 
25．注１に同じ（p.57） 
26．注１に同じ（p.59） 
（広島経済大学  非常勤講師） 
